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主な文化振興事業の実施状況と今後の方向性について 

 

１ 茨城県芸術祭 （R6 当初予算 17,000 千円） 

令和６年度の実施状況 

・コロナ禍等で近年は催事の一部中止が続いていたが、R6は、26 催事すべてを実施予定（現

時点で 16催事が終了）。 

（参考）R2 催事数：11、R3 催事数：15、R4 催事数：25、R5 催事数：25 

・SNS や Yahoo!くらしページ、デジタルサイネージ等の媒体による積極的な広報周知に努め

ている。 

 

 令和７年度の取組に向けた考え方 

・引き続き、計画された全ての催事が実施できるよう取り組むとともに、積極的な周知に努

めることで、県民の芸術創作活動の発表・展示機会やこれらを鑑賞する機会を多く確保す

る。 

 

令和６年度の催事一覧 

催事名・団体名 開催日 会場・内容 入場料 

美術展覧会 

茨城県美術展覧会 

10/5（土） 

～10/20（日） 

近代美術館 

(日本画・洋画・彫刻・工芸美術・デザ

イン） 

ザ・ヒロサワ・シティ会館（書・写真） 

一般 800 円 

高校生以下無料 

三曲演奏会 

茨城県三曲協会 
10/6(日) 

ザ・ヒロサワ・シティ会館（大ホール） 

邦楽（三絃、箏、尺八等）の演奏 
無料 

民謡民舞大会Ⅱ 

茨城県民謡協会 
10/6(日) 

那珂市総合センター らぽーる 

全国の民謡民舞、器楽合奏、合唱の

発表 

無料 

茶会 

茨城県茶道連合会 

10/12（土） 

～10/14（月・祝）
ザ・ヒロサワ・シティ会館分館 

一般 2,500 円 

高校生 1,500 円 

1 日 3 席 

合唱演奏会 

茨城県合唱連盟 
10/13(日) 

クラフトシビックホール土浦（大ホー

ル） 

県南・県西地域で活動する合唱団が

参加。約 100 名の合同合奏を発表。 

一般 1,000 円 

高校生以下 500 円 

日本舞踊各流大会 

茨城県各流日本舞踊会 
10/13（日） 

ザ・ヒロサワ・シティ会館（大ホール） 

 長唄・清元・常磐津・義太夫・大和

楽などの上演。 

一般 3,000 円 

高校生以下無料 

能楽大会 

茨城県能楽連盟 
10/14（月・祝） 

ひたちなか市文化会館（小ホール） 

 謡・仕舞 
無料 

民謡民舞大会Ⅰ 

茨城県民謡民舞連合会 
10/17（木） 

トヨペットスマイルホール大洗 

 全国の民謡民舞の発表 
無料 

資料１－１ 
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いけばな展 

茨城県華道連合会 

10/25（金） 

～10/27（日） 

ザ・ヒロサワ・シティ会館 

（展示室・県民ギャラリー） 

500 円 

高校生以下無料 

オーケストラⅣ 

つくば学園都市 

オーケストラ 

10/26（土） 

ノバホール       

 ベートーヴェン：ヘ長調「田園」他 

 指揮：岸本祐有乃 

一般 1,000 円 

高校生以下 500 円 

オーケストラⅤ 

ｲ･ｿﾘｽﾃｨ･ｲﾊﾞﾗｷ室内合奏団 
10/27（日） 

ひたちなか市文化会館（小ホール） 

 水戸の中学生「四季」全曲に挑む!! 

一般 3,500 円 

高校生以下 2,500 円 

茨城文学賞 

茨城文芸協会 
10/27（日） 

新聞紙上発表 

 小説・詩・短歌・俳句・文芸評論の

5 部門 

 

 

 

県民コンサートⅠ 

アンサンブル・ハイン 
11/4（月・振） 

ノバホール  

声楽、器楽、 アンサンブル等演奏

家達の響演 

1,300 円 

俳句大会 

茨城県俳句作家協会 
11/4（月・振） 

茨城県立青少年会館 

 パネルディスカッション 

 演題「俳句の悩みに答えます」 

2,000 円 

映像祭 

映像茨城協会 
11/9（土） 

ザ・ヒロサワ・シティ会館（小ホール） 

 入選・入賞作品の発表会 
無料 

洋舞フェスティバル 

茨城県洋舞踊協会 
11/10（日） 

ザ・ヒロサワ・シティ会館（大ホール） 

クラシックバレエ、モダンダンス、

ジャズダンスと多様な作品の発表、ま

た、児童支援事業として小学 3年生以

上を含む作品の発表 

一 般2,000 円 

未就学児1,000 円 

吟詠剣詩舞道大会 

茨城県吟詠剣詩舞総連盟 
11/17（日） 

東海文化センター 

 合吟コンクール、剣詩舞大会、企画

構成吟舞「剣聖 宮本武蔵」 

無料 

オーケストラⅠ 

茨城交響楽団 
11/24（日） 

ザ・ヒロサワ・シティ会館（大ホール） 

 茨響第 129 回定期演奏会 

一般 1,500 円 

学生  100 円 

吹奏楽コンサート 

古河シティ 

ウインドオーケストラ 

12/1（日） 

坂東市民音楽ホール 

 ウィンターフェスティバルコンサ

ート 2024 

無料 

演劇祭 

劇団創造市場 
12/1（日） 

クラフトシビックホール土浦（大ホー

ル） 

 W.シェークスピア「マクベス」 

一 般2,700 円 

18 歳以下2,200 円 

ビッグバンドジャズ 

コンサート 

茨城ﾋﾞｯｸﾞﾊﾞﾝﾄﾞｼﾞｬｽﾞ連盟 

12/1（日） 
小美玉市四季文化館 みの～れ 

 小・中・高校 6団体・社会人 6 団体 
無料 

オーケストラⅢ 

日立交響楽団 
12/1（日） 日立シビックセンター 

一般 1,000 円 

高校生以下無料 

県民コンサートⅡ 

（日本の歌声楽演奏会） 

野ばら会 

12/1（日） ザ・ヒロサワ・シティ会館（大ホール） 一般 2,000 円 
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オーケストラⅡ 

土浦交響楽団 
12/8（日） 

クラフトシビックホール土浦（大ホー

ル） 

 ブラームス：「交響曲第４番」他 

 指揮：田﨑瑞博 

一般 900 円 

高校生以下 700 円 

オペラ公演 

茨城県民オペラ協会 
2025/1/12（日） ザ・ヒロサワ・シティ会館（大ホール） 

一般 3,000 円 

学生 1,000 円 

短歌大会 

茨城県歌人協会 
紙上大会 

茨城県歌人協会会報で発表（R7.3 末

頃） 
－ 

 

 

２ 文化芸術体験出前講座 （R6 当初予算：47,944 千円） 

令和６年度の実施状況 

 ・県民が本格的な文化・芸術を体験することができる機会を提供するとともに、本県のアー

ティスト・文化団体が活動する場を提供するため、県内小中高校・特別支援学校及び公立

文化施設等において、本県で活動するアーティスト等を講師に迎えた出前講座を実施。 

・今年度も学校や公立文化施設の全ての申請を採択し、昨年度から 20 講座の増となる合計

137 講座の実施を予定している。（参考：R5 実績 117 講座） 

 ・体験プログラムが中心だった美術講座について、令和５年度より美術鑑賞講座を追加した

ほか、今年度の茶道講座の中に、陶芸美術館収蔵の茶碗を使用した同館の学芸員による解

説講座を新たに設けた。 

内 容 

音楽 伝統文化 美術 能楽 食文化 

合計 
弦楽器･金管楽器･

木管楽器･打楽器･

邦楽器･声楽等 

茶道･ 

華道 

絵画･書･

陶芸 

能・狂言 郷土料理講

話･調理体験

等 

講

座

数 

学校枠 97 13 16 5 3 134 

一般枠 3 0 0 0 0 3 

合計 100 13 16 5 3 137 

 

 令和７年度の取組に向けた考え方 

 ・引き続き、出前講座を実施することで、県民が本格的な文化・芸術を体験することができる

機会を提供するとともに、本県のアーティスト・文化団体が活動する場を提供する。 

 

 

３ 水戸室内管弦楽団メンバーによる器楽セミナー （R6 当初予算：3,980 千円） 

令和６年度の実施状況 

・①小規模団体（アンサンブル）向け②大規模団体（吹奏楽・オーケストラ）向けの２枠によ

り、水戸室内管弦楽団によるレッスンと成果発表コンサートの実施を予定している。 

①管弦楽器アンサンブル・レッスン 

会 場：水戸芸術館 コンサートホール ＡＴＭ 

実施日：オリエンテーション（10月～11月） 

事前レッスン(１月 11日（土）～13 日（月・祝）から計５時間程度)  
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講師との合同コンサート(２月 16日（日）) 

 受講生：茨城高等学校・中学校吹奏楽部、茨城木管五重奏団、WIND-9 計 18 名 

（参考：R5 受講生実績 21 名） 

②公開レッスン＆ミニコンサート 

会 場：高正 U＆Iセンターホール（鹿嶋勤労文化会館） 

実施日：事前レッスン（非公開）    １月 18 日（土） 

公開レッスン＆ミニコンサート １月 19日（日） 

 受講生：茨城県立鹿島高等学校吹奏楽部・清真学園高等学校音楽部 

 合同バンド 計 30～40 名程度（参考：R5 受講生実績 62 名） 

  

令和７年度の取組に向けた考え方 

 ・引き続き、プロの演奏家によるレッスンと成果発表コンサートを実施することで、県内演

奏者の技術向上を図る。 

 

 

４ 伝統文化総合支援事業 （R6 当初予算：8,000 千円） 

令和６年度の実施状況 

・伝統文化の保存、継承に取組む子どもたちが日頃の活動成果を発表する「茨城県子ども伝

統文化フェスティバル」を開催したほか、発表機会を求める伝統文化団体と催事主催者等

とのマッチングを行うことで発表機会を確保し、伝統文化の継承・発展の取組を支援する。 

 ・茨城県子ども伝統文化フェスティバルは、今年度は出演団体数を増やし、２会場で計 20 団

体が出演した。 

茨城県子ども伝統文化フェスティバル（年２回） 

①日  時：R6.10.20(日) 

場  所：イオンモール土浦 花火ひろば（屋内）および桜ひろば（屋外） 

出演団体：９団体（応募団体 11 団体） 

 観覧者数：延べ 1,150 人 

②日  時：R6.11.10(日) 

場  所：県立歴史館（水戸市） 屋外ステージ（いちょうまつりと同時開催） 

出演団体：11 団体（応募団体 15団体） 

 

※R5 実績 

出演団体：計 14団体（応募団体計 27 団体） 

来場者数：延べ 921 人 

伝統文化団体と催事主催者とのマッチング 

上期実績：７団体 （R5 実績 年間 11団体） 

 

 令和７年度の取組に向けた考え方 

 ・引き続き、伝統文化の保存、継承に取組む団体の発表機会を確保し、伝統文化の継承・発展

の取組を支援する。 
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５ 茨城県移動展覧会 （R6 当初予算：6,855 千円） 

令和６年度の実施状況 

・本県芸術家（美術家）の作品発表の機会や、県民が県内各地で美術を鑑賞できる機会を提供

するため、県内の美術館３館で茨城県美術展覧会に属する作家の作品などの展覧会を実施

する。（入場無料） 

・R4 からは全ての会場でのギャラリートークを YouTube に投稿し、より多くの県民に鑑賞機

会を提供している。 

（R6） 

※R6 YouTube 閲覧数は R6/10/08 集計時点 

（参考：R5） 

会 場 会 期 日数 
作品数 

(点) 

入場者数 

(人) 

YouTube 

閲覧数(回)  

県陶芸美術館 6/10～6/25 14 40 1,292 1,813 

県つくば美術館 7/11～7/23 12 50 1,616 915 

県天心記念五浦美術館 2/23～3/10 15 40 2,024 220 

合 計 － 41 130 4,932 2,948 

※R5 YouTube 閲覧数は R6/6/30 集計時点 

 

 令和７年度の取組に向けた考え方 

 ・令和７年度は、県内の美術館２館のほか、日立シビックセンターギャラリーで実施を予定

している。令和６年度に引き続き、本県芸術家（美術家）の作品発表の機会や、県民が県内

各地で美術を鑑賞できる機会を提供する。 

 

 

６ 各種媒体を通じた文化情報の発信  

令和６年度の実施状況 

 ・SNS 及びホームページ「いばらき文化情報ネット」を中心に積極的な情報発信に努めている。 

 上期(実績) 下期(見込) 計 

SNS（X（旧 Twitter）、Facebook） 116 件 158 件 274 件 

HP「文化情報ネット」 76 件 63 件 139 件 

県広報紙ひばり 1 件 1 件 2 件 

YouTube、いばキラ TV等 16 件 23 件 39 件 

計 209 件 245 件 454 件 

 

会 場 会 期 日数 
作品数 

(点) 

入場者数 

(人) 

YouTube 

閲覧数(回)  

県つくば美術館 7/9～7/21 12 22 1,696 400 

しもだて美術館 12/7～12/22 14 36 未実施 未実施 

県陶芸美術館 2/22～3/9 14 42 未実施 未実施 

合 計 － 40 100 1,696 400 
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 令和７年度の取組に向けた考え方 

 ・引き続き各種広報媒体（SNS、ホームページ、県広報紙ひばり等）を用いた情報発信を積極

的に行うことにより、文化振興を図る。 

 

７ 県立県民文化センター利用者数、アクアワールド茨城県大洗水族館入館者数 

令和６年度の実施状況 

 ・文化センターは、今年度から指定管理者となった県民文化センター運営共同事業体（代表

団体：（株）コンベンションリンケージ）のもと、県内の文化団体等への施設の貸出や、ジ

ャズ、ポップスなどの鑑賞事業の開催のほか、昭和音楽大学と連携した文化教養講座「学

び 100 年講座」を定期的に主催するなど、県民に質の高い文化に接する機会を提供してい

るところで、下期は、新たにスタインウェイのピアノを活用する事業を実施するほか、プ

ロモーターやオーケストラなどと催事実施に向けた最終調整を進め、施設の利用促進に努

めていく。 

 ・水族館では、上期は、人気キャラクター「すみっコぐらし」等とのコラボイベントに加え、

アシカの水中パフォーマンスなどを盛り込んだ夏休み向けイベントやイルカとのふれあい

イベントといった水族館本来の魅力を活かした施策等で、話題を提供し続けるとともに、

下期は、茨城アフターDC キャンペーン（10～12 月）に合わせて実施する給餌体験付きサメ

スペシャルツアー等の特別企画やサメの飼育種類数日本一の強みを生かした「サメに特化

したイベント」等により誘客に努めていく。 

 

 各施設の利用者数、入館者数                    （単位：千人） 

 

R2 R3 R4 

R5 
R6 

（～9月）  
（参考） 

(～9 月) 

文化センター 130 237 340 354 147 113 

水族館 645 799 1,201 1,209 720 747 

 

 令和７年度の取組に向けた考え方 

 ・引き続き、文化センターでは魅力的な公演の開催や利用促進のための営業活動を行うとと

もに、水族館ではイベント等の誘客施策や効果的な情報発信を継続的に行い、利用者数及

び入館者数目標達成を図る。 

 


